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合も，繊維や繊維間隙を埋めている樹脂に何らかの変化
を生じたのではないか。
　2－5剛軟度
　不織布はドレープ性の悪いことが衣料用に使用の1欠
点となっているため，そのもとになる剛軟度の結果を図
一一一 5に示す。プリント法のDは接着剤量も少ないためか
最も柔らかく，浸漬法で厚手のEは，繊維同志が板状に
接着され接着剤量も多いためか剛めである。厚さと剛軟
度との相関係数γ一〇．74であるが，厚さ不均一性（1）と
の相関性は高くγ一〇．95であり，厚さ不均一性（2）との
相関性は認められない。薄くて厚さ不均一性（1）が小さ
いほど柔らかく，著しいほど剛くなる。織物は強くても
柔らかいが，強度の高い不織布は厚手となるたあ剛くな
る傾向にある。強くて剛くない不織布の製造はむずかし
いと思われるが，同程度の強度なら薄くて厚さ不均一一性
（1）が小さいこと，浸漬法に比べプリント法，スプレー
法が好ましく，浸漬法でも接着剤付着量の多すぎぬ方が
良いと思われる。
　洗たく5回後もたて方向にてやや剛く，浸漬法のA，
B，C，　Eは剛さ上昇し，厚手ほど上昇率は高いが，洗
たくによる厚さ増加（表一3）との関連が考えられる。
D，Fは表面樹脂の減少のためか，厚さ変化と同様に剛
さの低下を生じているが，剛さ上昇，低下共に感触，風
合い，型崩れ等に影響すると思われる。
要 旨
　厚さ不均一性の不織布は衣服表面の平面性，感触を損
ねるばかりでなく，物理的性質へも影響すると思い，5
種類の不織布につき厚さ，厚さ不均一性を求め，これら
が強度（引張り強度，引裂き強度，平面摩耗強度），引
張り伸度，剛軟度，耐洗たく性へ及ぼす影響を調べた。
　1．AからEに厚く，厚さの異なる不織布の厚さ不均
一性を，次の2方法で表現した。（1）は72箇所の厚さ測
定値から幅方向における厚さ変動の幅を表わし（図一
2），厚さに無関係に表面上の厚さ変動幅を表わす。厚さ
と方法（1）との相関性はγ・－0．87で，厚さに伴ない変動
幅は大きく不均一性は著しくなる。②は厚さ不均一性
が試料の厚さに左右されると考え，〔標準偏差÷平均値〕
×100で算出し（表一2），厚さに応じた不均一性が表
現されるが，薄手で不均一性の著しい結果を得る。
　2．不織布の厚さと引張り強度，平面摩耗強度との相
関性は高くいずれもγ一〇．95で，厚手ほど強く，摩耗強
度も厚さの倍数以上の強度でEにて強い。厚さ不均一性
（1）と引張り強度，平面摩耗強度との相関性も高くいずれ
もγ＝0．92で，厚手ほど表面上の厚さ変動幅が大きいた
め強度も高い。引裂き強度と厚さ，厚さ不均一性（1）との
相関性は低い。不織布はたてには一直線に容易に引裂け
るが，よこにはさけがたくたて方向へそれる。厚さ不均
一性（2）との相関関係はいずれの強度との間にも見られ
ない。不織布の引張り強度は織物Fに比べて遥かに弱い
が，平面摩耗強度，引裂き強度ではFとの強度差は少な
く，平面摩耗強度はE＞Fであることから，同程度の厚
さでもこれらの強度で不織布が劣るとは言えない。
　3．不織布の引張り伸度はFに比べ高く，よこ方向へ
はたての倍近い伸度を示す。厚さとの相関性はγ＝0．80
で厚手ほど伸度高く（D，E），特にDのよこ方向の伸
度は98．2％である。厚さ不均一性（1）との相関性は低
く，（2）との相関性は見られない。
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　4．厚さ不均一一性（1）と剛軟度との相関性は高くγ一
〇．95で，表面上の厚さ変動幅が小さいほど柔らかく，大
きいと剛い。厚さとの相関性はγ一〇．74で厚さ不均一一性
（2）との相関関係は見られない。厚手で変動幅人のEにて
剛く，DがFより柔らかい結果は，（1）の影響のほかに付
着樹脂量も関係し，浸漬法の厚手Eにて樹1指量は多いが
プリント法Dにて少ないためとも考えられる。
　5．不織布の収縮はFに比較すると大きく，レーヨン
40％を含有するC，次いで10％含有するDにて，いず
れもたて方向にてやや大きい。合成繊維のみからなる不
織布の収縮は少なく，原料繊維の：影響が考えられる。厚
さ不均一性②と収縮率との相関性は低く，厚さ，厚さ
不均一性（1）との相関関係も見られない。
　6．洗たく5回後いずれも厚さ増加し，浸漬法不織布
の増加率は高いが（15～17．8％），厚さ増加に伴ない剛
軟度増加を生じる。引張り強度変化は少ないが引張り伸
度は薄手Aを除き厚手ほど低下している。プリント法
D，スプレー法と観察されるFの厚さ変化は僅かであ
り，洗たくによる表面樹脂の減少に起因してか剛さは低
下し，5回洗たく後両方向の平均で約10％の引張り強
度低下を生じている。引張り伸度においてはDは約26
％の低下を，Fは増加を生じているが，表面に付着した
樹脂の洗たくによる脱落，減少から繊維の接着状態に変
化を生じ，Fでは伸度を抑制していた樹脂の減少により
かえって伸度増大したものと思われる。不織布の耐洗た
く性は原料繊維，接着剤の付着法及び水に対する性質等
により決定されると思、う。
　7．　ランダムウェブの配向で方向性ない乾式不織布
が，強度，伸度，剛軟度，収縮等において，たて・よこ
の方向性が明瞭で厚手にて特に両方向の性能の差は著し
い。長繊維が使用されると繊維の片寄りから斑を生じ，
方向性も出やすいのではないか。
　厚さ及び厚さ不均一性（1）の物理的性質への影響はか
なり大きいが，厚さ不均一性②の影響は殆ど認められ
ない。不織布の劣る引張り強度，Dの耐洗たく性は剛軟
度とのかね合いにあるため，両者共に優れる事はむずか
しい。繊維，接着剤，製法の検討により，用途に適した
性能の不織布が造られ，芯地のみならず一般衣料へ，ノ
ンソーイングのドレス等へと発展する事を望む。
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Abstract
　It　is　considered　that　uneven　nOnwoven　fabrics　harm　the　smoothness　and　beauty，　still　more　affect
physical　pr・perties．　In　this　paper，　thickness　and　uneveness・f丘ve　n・nw・ven　fabrics　with　different
thickness，　are　measured，　and　effect　on　physical　properties　are　examined．
　Uneveness　of　samples　are　examined　by　method（1）and（2）．　Method（1）is　the　width　of　variation
from　mean　value　of　thickness，　method（2）is　calculated　from　standard　deviation　and　mean　value・
High　c・rrelati・n　are　f・und　between　thickness　and　tensile　strength，　Hat　abrasi・n　strength・c・rrelati・n
coeMcient；γ＝0．95．　Relation　between　method（1）and　them　above　mentioned　are　correlativeγ＝0・92・
These　strength　become　strong　in　proportion　to　thickness　and　uneveness（1）．　Tensile　elongation　are
high　c・mpare　with　w・ven　fabrics　F，　especially　at　weft・Relati・n　between　thickness　and　tensile　el・nga－
tion，　method（1）and　stiffness，　are　correlative，γ＝0．80，7’・＝O．95．　Nonwoven　fabrics　tear　easily　at　warp，
but　turn　to　warp，　at　weft．　Correlation　between　method（2）and　these　properties　are　not　shown・
　Shrinkage　is　affected　by丘ber，　sample　C　contains　40％rayon，　and　D　contains　10％rayon，　shrink
fairly．　After　5　times　washing，　samples　by　dipping　method　increase　thickness　and　have　a　little　change
in　tensile　strength．　D　by　printing　method　and　F，　decline　at　tensile　strength，　F　increase　at　elongation．
Washing　resistance　are　affected　by　manufacturing　process，　binders　and丘bers．
　It　is　desired，　that　through　the　selection　of　raw　fibers，　binders　and　methods，　excellent　nonwoven
fabrics　for　clothes　are　manufactured．
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